
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 213 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英文法発展 ２ 第２学年 

総合英語 be 4th Edition 

English Grammar 30（いい

ずな書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業前に、各レッスンの問題を解いてきてください。わからない単語は辞書で意味を調べ、コミュニケーシ

ョンに必要な表現や文法を、復習しておいてください。授業中は、単語の発音や例文の音読をし、解説事項

を自分でノートなどにまとめましょう。また習った文法を使って、自分の意見を発表したり、書くことを習

慣づけて、英語を介してコミュニケーションを図る力をさらに磨きましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

話すこと 
（やり取り） 

話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・日常的なあいさつができ、予測

可能な日常の状況ならば、身の

回りで起こったことや経験した

こと、そのときの自分の感情に

ついて意見を言ったり、相手に

質問したりできる。 

・旅行、食事、買い物のような日

常生活の状況で必要な情報を得

ることができ、問題に対処でき

る。 

・手助けを得ることで、自分の
考えや情報を伝えることができ
る。 

・絵、写真など視覚的補助を利用

しながら、簡単な語や表現を使

って身近なことについて簡単に

説明することができる。 

 

・質問を繰り返し言ってもらえた

り、手助けを得られたりできる

状況であれば、簡単な質問に対

処することができる。 

 
・前もって準備し、練習を繰り
返せば、基本的な発表ができる。 

・自分の経験や読んだり聞いたり

した話題についての要点を短く

述べることができる。 

・簡単な語や基礎的な表現を使い

ながら、and、but、because な

どで文と文をつないで、日記や

感想文、説明文などある程度ま

とまりのある文章を書くことが

できる。 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

習得すべき知識や重要な概念等
を理解している。それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり
活用したりする中で，概念等と
して理解したり，技能を習得し
たりしている。 

知識及び技能を活用して課題を
解決する等のために必要な思考
力，判断力，表現力等を身に付
けている。 

知識及び技能を獲得したり，思
考力，判断力，表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を
調整しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

Lesson 5,6 

時制 

 

Lesson 7,8 

完了形 

 

話すこと 

（やりとり） 

a: 時制や完了形の意味や働きについて理解している。 

b: 興味のあることや将来の夢についての情報を、論理的に詳しく話

して伝え合うことができる。 

c: 将来の夢についての情報を、論理的に詳しく伝え合おうとしてい

る。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業態度 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

（発表） 

a: 時制や完了形の意味や働きについて理解している。 

b: 最近のことについての情報を、論理的に詳しく話すことができる。 

c: 将来の夢についての情報を、論理的に詳しく話そうとしている。ま

た、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業観察 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 時制や完了形の意味や働きについて理解している。 

b: 10 年後の自分についての考えを、論理的に詳しく書くことができ

る。 

c: 10 年後の自分についての考えを、論理的に詳しく書こうとしてい

る。また、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出している。 

課題提出 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 

9,10,11,12 

助動詞 

 

Lesson 13 

受動態 

話すこと 

（やりとり） 

a: 助動詞や受動態の意味や働きについて理解している。 

b: 周辺の噂や今週の宿題についての情報を、論理的に詳しく話して

伝え合うことができる。 

c: 自信があることについての情報を、論理的に詳しく伝え合おうと

している。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業態度 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

（発表） 

a: 助動詞や受動態の意味や働きについて理解している。 

b: 自信があることについての情報を、論理的に詳しく話すことがで

きる。 

c: 自信があることについての情報を、論理的に詳しく話そうとして

いる。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業観察 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 助動詞や受動態の意味や働きについて理解している。 

b: 後悔していることについての情報を、論理的に詳しく書くことが

できる。 

c: 後悔していることについての情報を、論理的に詳しく書こうとし

ている。また、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出してい

る。 

課題提出 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

２ 

Lesson 

14,15,16,17,18 

不定詞と動名

詞 

話すこと 

（やりと

り） 

a: 不定詞の意味や働きについて理解している。 

b: 家での過ごし方や楽しい予定についての情報を、論理的に詳しく

話して伝え合うことができる。 

c: 家での過ごし方や楽しい予定についての情報を、論理的に詳しく

伝え合おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見

出している。 

授業態度 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

（発表） 

a: 動名詞の意味や働きについて理解している。 

b: 自分の趣味についての情報を、論理的に詳しく話すことができる。 

c: 家での過ごし方についての情報を、論理的に詳しく話そうとして

いる。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業観察 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: 名詞節の意味や働きについて理解している。 

b: 家での過ごし方についての情報を、論理的に詳しく書くことがで

きる。 

c: 家での過ごし方についての情報を、論理的に詳しく書こうとして

いる。また、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出している。 

課題提出 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 19,20 

分詞 

 

Lesson 

21,22,23 

関係詞 

話すこと 

（やりと

り） 

a: 分詞の意味や働きについて理解している。 

b: 旅行を通して学んだことについての情報を、論理的に詳しく話し

て伝え合うことができる。 

c: 旅行を通して学んだことについての情報を、論理的に詳しく伝え

合おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出し

ている。 

授業態度 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

（発表） 

a: 関係詞の意味や働きについて理解している。 

b: フェイクニュースについての情報を、論理的に詳しく話すことが

できる。 

c: フェイクニュースについての情報を、論理的に詳しく話そうとし

ている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業観察 

スピーキングテス

ト 



※令和４年度以降入学生用 

書くこと 

a: 関係副詞の意味や働きについて理解している。 

b: 印象深いニュースについての情報を、論理的に詳しく書くことが

できる。 

c: 印象深いニュースについての情報を、論理的に詳しく書こうとし

ている。また、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出してい

る。 

課題提出 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

３ 

Lesson 24,25 

比較 

 

Lesson 26,27 

仮定法 

 

Lesson 28,29 

構文 

 

Lesson 30 

話法 

話すこと 

（やりと

り） 

a: 比較表現の意味や働きについて理解している。 

b: ２つの目的地のどちらがいいかについての情報を、論理的に詳し

く話して伝え合うことができる。 

c: ２つの目的地のどちらがいいかについての情報を、論理的に詳し

く伝え合おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を

見出している。 

授業態度 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

（発表） 

a: 仮定法の意味や働きについて理解している。 

b: 日本にあったらいいと思うものについて、論理的に詳しく話すこ

とができる。 

c: 日本にあったらいいと思うものについて、論理的に詳しく話そう

としている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

授業観察 

スピーキングテス

ト 

書くこと 

a: that 節や話法の意味や働きについて理解している。 

b: 差別についての考えを、論理的に詳しく書くことができる。 

c: 差別についての考えを、論理的に詳しく書こうとしている。また、

自分の書いたものを振り返り、改善点を見出している。 

課題提出 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


